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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (1)

長方形にはたてが２本，横も２本あります。

長方形のまわりの長さは，「たて＋横」が２セットあると考えて，

（６＋１４）×２＝４０（cm）です。

長方形の面積は，「たて×横」ですから，６×１４＝８４（cm2）です。

反復問題(基本) 1 (2)

このような図形のまわりの長さを求める

ときは，右図の矢印の部分をゴンゴンたたいて，

右図のように長方形にしても，まわりの

長さは変わらないことを利用します。

（もちろん面積は変わります。）

長方形にはたてが２本，横も２本あります。

よって，「たて＋横」が２セットあると考えて，

（たて＋横）×２ という式で，まわりの長さを求めます。

（７＋９）×２＝３２（cm）。

7cm

9cm

7cm

9cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

次に，面積を求めます。

長方形から切り取ったのは，右図のかげをつけた

部分です。

かげをつけた部分の，横の長さは

９－４＝５（cm）です。

切り取った部分は正方形であることが

問題に書いてあったので，かげをつけた部分の

たての長さも５cmです。

長方形全体の面積は，７×９＝６３（cm2）で，

かげをつけた部分の面積は，５×５＝２５（cm2）ですから，

右の図形の面積は，６３－２５＝３８（cm2）です。

7cm

9cm

4cm

7cm

9cm

4cm 5cm

7cm

9cm

4cm 5cm

5cm

7cm

9cm

4cm 5cm

5cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 1 (3)

平行四辺形の向かい合った角の大きさは等しいので，

アは１０７度です。

また，右の図の★の角の大きさはゼット形（さっ角）

によって３１度です。

三角形の内角の和は１８０度ですから，太線の三角形の内角の和も１８０度になるの

で，イの角の大きさは，１８０－（３１＋１０７）＝４２（度）になります。

ひし形に対角線を２本引くと，右の図のように４つの

同じ形をして同じ大きさの直角三角形ができます。

★は５７度になるので，ウと向かい合った角の大きさは

５７＋５７＝１１４（度）です。

よってウも，１１４度になります。

また，右の図の太線の三角形は二等辺三角形です。

ウは１１４度ですから，エは，（１８０－１１４）÷２

＝３３（度）になります。

反復問題(基本) 1 (4)

ア…平行四辺形の面積＝底辺×高さ＝１２×８＝９６（cm2）

イ…台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷２＝（６＋１２）×１０÷２＝９０（cm2）

※ このような計算の場合は，まず ６＋１２＝１８ としたあと，１８を２で割るこ

とを先にして９とし，次に ９×１０ を計算して９０にすると，ほとんど暗算で答

えを求めることができます。

ウ…ひし形の面積＝対角線×対角線÷２＝１１×６÷２＝３３（cm2）

※ このような計算の場合は，まず６を２で割って３とし，次に １１×３ を計算し

て３３にすると，ほとんど暗算で答えを求めることができます。
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ア
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★
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エ

★
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エ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 2

台形の面積は，「（上底＋下底）×高さ÷２」で求めることができます。

上底であるＡＤの長さを□cmにします。

下底は１３cm，高さは９cm，面積は９０cm2ですから，

（□＋１３）×９÷２＝９０ となります。あとは逆算です。

９０×２＝１８０

１８０÷９＝２０

２０－１３＝７

よってＡＤの長さは，７cmになります。
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (1)

正方形はすべての角が直角なので，角Ａと角Ｃの大きさは

もちろん等しく，ＯＫです。

長方形もすべての角が直角なので，角Ａと角Ｃの大きさは

もちろん等しく，ＯＫです。

平行四辺形は向かい合った角の大きさが等しいので，角Ａ

と角Ｃの大きさも等しく，ＯＫです。

ひし形は向かい合った角の大きさが等しいので，角Ａと角

Ｃの大きさも等しく，ＯＫです。

台形は角Ａと角Ｃは等しいとは限りません。

以上のことから，答えはア・イ・ウ・エになります。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (2)

正方形の場合，辺ＡＢと辺ＤＣは平行で，長さが

等しくなっているので，ＯＫです。

長方形の場合も，辺ＡＢと辺ＤＣは平行で，長さが

等しくなっているので，ＯＫです。

平行四辺形の場合も，辺ＡＢと辺ＤＣは平行で，

長さが等しくなっているので，ＯＫです。

ひし形の場合も，辺ＡＢと辺ＤＣは平行で，長さが

等しくなっているので，ＯＫです。

台形の場合は，辺ＡＢと辺ＤＣは平行ではないので，

ダメです。

以上のことから，答えはア・イ・ウ・エになります。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (3)

正方形の場合は，三角形ＡＢＤは二等辺三角形（本当は

直角二等辺三角形）になっているのでＯＫです。

長方形の場合は，三角形ＡＢＤは右の図のように二等辺三

角形にならない場合があるので，ダメです。

平行四辺形の場合は，三角形ＡＢＤは右の図のように二等辺

三角形にならない場合があるので，ダメです。

ひし形は４つの辺の長さがすべて等しいので，三角形

ＡＢＤは辺ＡＢと辺ＡＤの長さが等しくなり，二等辺三

角形になるのでＯＫです。

台形の場合は，辺ＡＢと辺ＡＤは等しくないので，

三角形ＡＢＤは二等辺三角形になりません。

よって，答えはア・エになります。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 3 (4)

正方形の場合は，２本の対角線が真ん中で交わるので，

ＯＫです。

長方形の場合も，２本の対角線が真ん中で交わるので，

ＯＫです。

平行四辺形の場合も，２本の対角線が真ん中で交わるの

で，ＯＫです。

ひし形の場合も，２本の対角線が真ん中で交わるので，

ＯＫです。

台形の場合は，２本の対角線が真ん中で交わってはいな

いので，ダメです。

よって，２本の対角線が真ん中で交わっているのは，ア・イ・ウ・エになります。
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(基本) 4 (1)

平行四辺形の面積は，「底辺×高さ」で求められ

ます。

右の図において，底辺は１２cmで，高さも１２cm

なので，面積は，１２×１２＝１４４（cm2）になり

ます。

反復問題(基本) 4 (2)

(2)では，底辺を１６cmにします。

そのときの高さはχcmになります。

面積は，(1)で求めた通り，１４４cm2です。

平行四辺形の面積は，「底辺×高さ」で

求められますから，

１６×χ＝１４４ となります。

よってχの長さは，１４４÷１６＝９（cm）になります。

12cm

12cm

16cm

χ



- 11 -

演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 1

右の図のように，大の１辺と小の１辺の和は１６cmで，

大の１辺と小の１辺の差は４cmです。

和と差がわかっているので和差算になり，

右のような線分図になります。

小の１辺は，(１６－４)÷２＝６(cm)で，

大の１辺は ６＋４＝１０(cm)です。

よって右の図のようになり，

大の正方形の面積は １０×１０＝１００(cm2)，

小の正方形の面積は ６×６＝３６(cm2)です。

図形全体の面積は，

１００＋３６＝１３６(cm2)になります。

4cm

16cm

大の１辺 小の１辺

4cm

16cm

大の１辺

小の１辺

大の１辺

小の１辺

16cm

4cm

10cm

10cm 6cm

6cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (1)

右の図のように，点線部分をつけ加えて

大きな長方形すると，

アは ６＋５＝１１（cm）です。

イは ８＋７＝１５（cm）です。

このような図形のまわりの長さを求めるとき

は，右図の矢印の部分をゴンゴンたたいて，

右図のように長方形にしても，まわりの

長さは変わらないことを利用します。

（もちろん面積は変わります。）

長方形にはたてが２本，横も２本あります。

よって，「たて＋横」が２セットあると考え

て，（たて＋横）×２ という式で，まわりの

長さを求めることができます。

よって，まわりの長さは，（１１＋１５）×２＝５２（cm）になります。

7cm

6cm

8cm

5cm

10cm

8cm

イ

ア

15cm

11cm

15cm

11cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 2 (2)

右の図全体の長方形の面積から，

★と☆の長方形の面積を引けば，

この図形の面積が求められます。

全体の長方形は，

たてが ６＋５＝１１（cm），

横が８＋７＝１５（cm）ですから，

面積は１１×１５＝１６５（cm2）です。

☆の長方形は，ウの長さは

１５－１０＝５（cm）です。

面積は，５×５＝２５（cm2）です。

★の長方形は，エの長さは １１－８＝３（cm）です。

面積は，３×７＝２１（cm2）です。

よって，この図形の面積は，１６５－（２５＋２１）＝１１９（cm2）です。

★

☆

7cm

6cm

8cm

5cm

10cm

8cm

11cm

15cm

エ

ウ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 3 (1)

右の図の★は角Ａと同じなので，１０８度

です。

よって，☆は，１８０－１０８＝７２（度）

です。

問題には，ＤＣとＣＥの長さが等しいと

書いてあったので，右の図のかげをつけた

三角形は，二等辺三角形です。

よって，角アは，角Ｄと同じく７２度に

なります。

反復問題(練習) 3 (2)

問題には，ＢＣとＣＦの長さが等しいと

書いてあったので，右の図のかげをつけた

三角形は，二等辺三角形です。

また，ゼット形（さっ角）によって，

★は，角アと等しく７２度です。

よって，右の図の☆は，

（１８０－７２）÷２＝５４（度）です。

したがって，イも５４度になります。

108° ア

Ｆ

Ｅイ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

★☆

108° ア

Ｆ

Ｅイ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
72°

108°

Ｆ

Ｅイ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
72°＝72°ア

★

108°

Ｆ

Ｅイ
Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ
72°＝72°ア

★☆
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 4 (1)

平行四辺形の面積は，「底辺×高さ」で

求められます。

平行四辺形イの底辺を１０cmにすると，

高さは右の図のように１２cmになります。

よって，平行四辺形イの面積は，

１０×１２＝１２０（cm2）になります。

反復問題(練習) 4 (2)

(1)で，平行四辺形イの面積は１２０cm2であることがわかりました。

また，問題には，台形アと平行四辺形イの面積が等しいと書いてありました。

よって，台形アの面積も１２０cm2になります。

台形の面積は，「（上底＋下底）×高さ÷２」で

求められます。

上底を右の図のようにχcmにします。

下底は１５cmです。

高さは１２cmです。

よって，（χ＋１５）×１２÷２＝１２０ になります。

あとは逆算をして，χを求めます。

１２０×２＝２４０

２４０÷１２＝２０

２０－１５＝５

よって，χは５cmです。

求めたいのは，ＡＤの長さですからχなので，答えも５cmになります。

ア イ12cm

15cm

12cm

ア イ12cm

10cm

15cm

χＡ Ｅ

120cm2 120cm2

10cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 5 (1)

右の図全体は台形で，上底は２０cm，

下底は ★＝１３＋１５＝２８(cm)，

高さは１６cmです。

この台形の面積は，

(上底＋下底)×高さ÷２

＝(２０＋２８)×１６÷２

＝３８４(cm2)です。

アとイは同じ面積なので，アの面積は，

３８４÷２＝１９２(cm2)になります。 16cm

15cm

13cm

13cm

20cm

★

□cm

ア

イ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

反復問題(練習) 5 (2)

右の図の☆の長さは，２０－１３＝７(cm)です。

アの部分のみ取り出すと，右の図のように

なります。

△の部分の長さは，１５－７＝８(cm)です。

右の図のように上下２つの長方形に分けたとすると，

下の部分の長方形の面積は，７×１６＝１１２(cm2)です。

上の部分の長方形の面積は，１９２－１１２＝８０(cm2)

になるので，８×□＝８０ となります。

よって□の長さは，８０÷８＝１０(cm)です。

16cm

15cm

13cm

13cm

20cm

□cm

ア

イ

28cm

☆

16cm

15cm

□cm

7cm

△cm

192cm
2

16cm

15cm

□cm

7cm

192cm
2

8cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

トレーニング ①

右の図を書けるようになりましょう。

この図が書けたら，たとえば平行四辺形に

あてはまる性質は必ずひし形・長方形・正方

形にもあてはまることがわかります。

また，ひし形の性質も，長方形の性質も，

両方持っている図形が正方形であることも

わかります。

まず，「向かい合う２組の辺が平行」という性質について考えます。

台形は，向かい合う１組だけが平行なので，この性質にあてはまりません。

しかし平行四辺形は，向かい合う２組の辺が平行なので，ＯＫです。

平行四辺形がＯＫなら，ひし形・長方形・正方形もＯＫです。

次に，「向かい合う２組の角が等しい」という性質について考えます。

台形は，（特別な場合をのぞいて）向かい合う角は等しくないので，ダメです。

しかし平行四辺形は，向かい合う２組の角が等しいので，ＯＫです。

平行四辺形がＯＫなら，ひし形・長方形・正方形もＯＫです。

次に，「２本の対角線の長さが等しい」という性質について考えます。

台形・平行四辺形・ひし形は，（特別な場合をのぞいて）２本の対角線の長さは等しく

ないので，ダメです。

しかし，長方形と正方形は，２本の対角線の長さが等しいので，ＯＫです。

次に，「２本の対角線が直角に交わる」という性質について考えます。

台形・平行四辺形・長方形は，（特別な場合をのぞいて）２本の対角線は直角には交わ

らないので，ダメです。

しかし，ひし形と正方形は，２本の対角線が直角に交わるので，ＯＫです。

正

方

形

台形

平行四辺形

ひし形

四角形

長方形

台形 平行四辺形 ひし形 長方形 正方形

台形 平行四辺形 ひし形 長方形 正方形
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

よって，答えは下の表のようになります。

向かい合う２組

の辺が平行

向かい合う２組

の角が等しい

２本の対角線の

長さが等しい

２本の対角線が

直角に交わる

台形

平行四辺形

ひし形

長方形

正方形

× × × ×

○ ○ × ×

○ ○ × ○

○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

トレーニング ②

(1) まわりの長さ…８cmが４本あるので，８×４＝３２（cm）

面積 …一辺×一辺＝８×８＝６４（cm2）

(2) まわりの長さ…長方形にはたてが２本，横も２本あります。

長方形のまわりの長さは，「たて＋横」が２セットあると考えて，

（７＋１４）×２＝４２（cm）です。

面積 …たて×横＝７×１４＝９８（cm2）

(3) まわりの長さ… このような図形のまわりの長さを

求めるときは，右図の矢印の部分を

ゴンゴンたたいて，

右図のように長方形にしても，ま

わりの長さは変わらないことを利用

します。

（もちろん面積は変わります。）

長方形にはたてが２本，横も２本

あります。

よって，「たて＋横」が２セット

あると考えて，（たて＋横）×２ という式で，まわりの長さを

求めることができます。

たての長さは ６＋３＝９（cm），横の長さは１３cmですから，

（９＋１３）×２＝４４（cm）になります。

面積 … たて９cm，横１３cmの長方形から，

たて６cm，横８cmの長方形をとりの

ぞけばよいので，

９×１３－６×８＝６９（cm2）に

なります。

3cm

13cm

6cm

8cm

3cm

13cm

6cm

8cm

6cm

8cm

3cm

13cm

6cm

8cm

9cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

(4) まわりの長さ… このような図形のまわりの

長さを求めるときは，右図の

矢印の部分をゴンゴンたたい

て，

右図のようにしても，まわりの

長さは変わりません。

（もちろん，面積は変わります。）

長方形にはたてが２本，横も

２本あります。

よって，「たて＋横」が２セット

あると考えて，（たて＋横）×２＋太線×２ という式で，まわり

の長さを求めることができます。

（１１＋１４）×２＋６×２＝６２（cm）になります。

面積 … たて１１cm，横１４cmの長方形

から，１辺の長さが６cmの正方形

を引けばよいので，

１１×１４－６×６＝１１８（cm2）

になります。

11cm 11cm

4cm

14cm

6cm
6cm

11cm 11cm

4cm

14cm

6cm
6cm

11cm 11cm

4cm

14cm

6cm
6cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

トレーニング ③

(1) 右の図の☆は，９０－５８＝３２（度） です。

アは☆と同じ角度なので，答えも３２度です。

(2) 右の図の◎は，１８０－１１２＝６８（度）です。

ゼット形（さっ角）により，イは◎と同じ角度な

ので，答えも６８度です。

(3) ゼット形（さっ角）により，右の図の★は４９度

です。

外角の定理を利用して，

ウ＝２５＋★＝２５＋４９＝７４（度） です。

(4) ひし形は，４辺の長さがどれも等しいので，右の図の

２本の太線の長さも等しく，しゃ線をつけた三角形は，

二等辺三角形です。

よって右の図のアは６３度です。

イは，１８０－６３×２＝５４（度）です。

ひし形は，向かい合った角度は等しいので，

χも５４度になります。

58°
ア☆

59°

112°

イ

◎

25°

49°

ウ

★

★25°

49°

ウ

63°
χ

63°
χイ

ア
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

トレーニング ④

(1) 平行四辺形の面積＝底辺×高さ＝１５×１２＝１８０（cm2）

(2) 台形の面積＝（上底＋下底）×高さ÷２＝（８＋１２）×９÷２＝９０（cm2）

(3) ひし形の面積＝対角線×対角線÷２＝９×１８÷２＝８１（cm2）

(4) 平行四辺形の面積は，「底辺×高さ」で求められます。

底辺を８cmにすると，高さが書いてないので面積を求めることができません。

底辺を６cmにすると，高さは７cmになりますから，

平行四辺形の面積＝底辺×高さ＝６×７＝４２（cm2）
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

実戦演習 ①

(1) このような図形のまわりの長さを求めるときは，

右図の矢印の部分をゴンゴンたたいて，

右図のように長方形にしても，まわりの長さは

変わらないことを利用します。

（もちろん面積は変わります。）

長方形にはたてが２本，横も２本あります。

よって，「たて＋横」が２セットあると考えて，

（たて＋横）×２ という式で，まわりの長さ

を求めることができます。

たての長さは □cm，横の長さは１２cmで，まわりの長さは問題に書いてある通り

４０cmですから，

（□＋１２）×２＝４０

よって，４０÷２＝２０ ２０－１２＝８

□は，８cmになります。

(2) アは正方形ですから，たてが８cmだったら，横も

８cmです。

よって右の図のようになり，長方形イのたては

８－２＝６（cm），横は １２－８＝４（cm）にな

るので，長方形イのまわりの長さは，

（たて＋横）×２＝（６＋４）×２＝２０（cm）

になります。

ア
イ

12cm

2cm

□

ア
イ

12cm

2cm

□

ア
イ

12cm

2cm

8cm

8cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

実戦演習 ②

ひし形は，２本の対角線が直角に交わります。

この問題の場合もひし形なので，２本の対角線が

直角に交わっています。

右の図のしゃ線をつけた三角形は直角三角形

です。

かげをつけた角度は，

１８０－（９０＋３１）＝５９（度）です。

ゼット形（さっ角）なので，アの角度も

５９（度）になります。

（次のページへ）

ア

イ31°

ア

イ31°
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

右の図の，太線でかこまれた三角形と，しゃ線で

かこまれた三角形は，形も大きさも同じです。

よって★の角度は３１度です。

したがって，右の図のかげをつけた角度は，

３１×２＝６２（度）です。

右の太線でかこまれた三角形に注目すると，

三角形の内角の和は１８０度ですから，

イは １８０－（９０＋６２）＝２８（度）に

なります。

ア

イ31°

★

ア

イ31°

ア

イ
62°
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

実戦演習 ③

(1) 右の図の★の長さは，９－３＝６（cm）

です。

よって，台形イの面積は，

（上底＋下底）×高さ÷２

＝（６＋９）×４÷２

＝３０（cm2）になります。

(2) (1)で，台形イの面積は３０cm2であることがわかりました。

また，問題によるとイとウの面積が等しいのですから，台形ウの面積も３０cm2です。

台形ウの上底と下底はわかっていませ

んが，台形の面積の公式にあてはめると，

（上底＋下底）×高さ÷２＝３０

逆算をして，

３０×２＝６０ ６０÷３＝２０

よって，台形ウの「上底＋下底」は

２０cmであることがわかりました。

また，上底と下底の長さの差は４cm

ですから，右のような線分図になります。

上底は，（２０－４）÷２＝８（cm）

になります。

台形ウの上底は，長方形アの横の長さ

でもあります。

長方形アは，たてが６cm，横が８cmで

すから，面積は，６×８＝４８（cm2）に

なります。

4cm

3cm

9cm

ア
イ

ウ

★

4cm

3cm

9cm

ア
イ

ウ

6cm

30cm2

30cm2上底

下底

4cm

上底

下底

20cm

4cm

3cm

9cm

ア
イ

ウ

6cm

8cm
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

実戦演習 ④

(1) 右の図のように，ア，イ，しゃ線の３つの長方形に

分けます。

しゃ線の長方形の面積は，５０×１６＝８００（cm2）

です。

全体の面積は２３４０cm2ですから，アとイの面積の

和は，２３４０－８００＝１５４０（cm2）です。

★の長さは，５０－２０＝３０（cm）です。

また，アとイの横の長さが等しいことが，問題に書いてありました。

長方形アとイを，右の図のように切りはなして，

上下にくっつけます。

アとイの横の長さは等しいので，ぴったりくっつきます。

すると１つの長方形になり，この長方形の面積は，アとイの

和なので１５４０cm2です。

また，この長方形のたての長さは，４０＋３０＝７０（cm）

です。

よって長方形の横の長さは １５４０÷７０＝２２（cm）にな

ります。

この問題は，辺ＡＢの長さを求める問題だったので，

長方形アの横の長さである２２cmが答えになります。

40cm

16cm

50cm

20cm

ア

イ★

40cm
ア

イ30cm

40cm
ア

イ30cm

40cm

16cm

50cm

20cm

ア

イ

Ａ Ｂ
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演習問題集４上第９回 くわしい解説

(2) (1)で，右の図のように辺の長さがわかりました。

また，□の長さは，４０－３０＝１０（cm）で，

△の長さは，２２＋２２＋１６＝６０（cm）です。

右の図のように，太線の辺を上に移動し，

右の図のように，太線の辺を左に移動すると，

長方形と，他に１０cmの長さの辺が２本になります。

このようにしても，まわりの長さは変わりません。

（もちろん，面積は変わります。）

長方形のたては５０cm，横は６０cmですから，

（５０＋６０）×２＋１０×２＝２４０（cm）になりま

す。

40cm

16cm

50cm

20cm
22cm

22cm

□

30cm

△

50cm

10cm

60cm

50cm

10cm

60cm

50cm

10cm
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